様式第6号(第5条関係)

住宅新築資金等貸付契約書
門川町(代表者門川町長　　　。以下「甲」という。)と　　　　　(以下「乙」という。)との間に住宅新築資金等の貸付に関し次のとおり契約を締結する。

(貸付金額)

第1条　甲は乙に対し　1住宅新築資金　2住宅改修資金　3宅地取得資金として一金　　　　　　円を貸付けるものとする。

(利率及び償還の方法)

第2条　貸付金の利率及び償還方法は，次のとおりとする。

⑴　利率　　　　年2パーセント

⑵　償還方法　　償還は元利均等月賦償還とし　　年　　月　　日以後　　年　　　月　　日まで毎月　　日までに　　　　円づつ計　　回に分割して償還する。ただし，第1回の償還金は　　　円とする。
2　乙は前項の規定にかかわらず，いつでも繰上償還することができる。

(期限前償還)

第3条　甲は乙が次の各号の一に該当すると認める場合は，催告することなくこの契約を解除し，乙の未償還債務の全部若しくは一部を直ちに償還するよう請求することができる。

⑴　乙がこの借入金を借入の目的外に使用したとき。

⑵　乙が借入金の返還を怠つたとき。

⑶　乙が虚偽の申請その他不正な手段により借入金を借入れたとき。

⑷　乙がこの借入金により取得し又は効用の増加した財産を甲の承諾を得て処分したことにより収入があつたとき。
⑸　乙が正当な理由なく借入条件に違反したとき。

(契約の変更)

第4条　乙は住宅の新築又は改修若しくは宅地取得について工事の内容仕様書等を変更する場合はすみやかに甲に報告すると共に必要に応じ契約変更の手続きを取らなければならない。

(工事完了届)

第5条　乙は住宅の新築又は改修若しくは宅地取得工事が完了したときはすみやかに工事完了届を甲に提出し，審査を受けなければならない。
(償還の猶予等)

第6条　乙は次の各号の一に該当することとなつた場合は，借入金の全部又は一部の償還の猶予又は免除の申請をすることができる。
⑴　災害その他特別の事情により償還期限までに借入金の償還をすることが著しく困難となつたとき。
⑵　災害その他乙の責に帰することができない理由により借入金に係る住宅及び宅地が滅失したとき。
(延滞利息)

第7条　乙は正当な理由がなく借入金を償還すべき日までに償還しなかつたときは，当該償還すべき日の翌日から償還の日までの期間に応じ，償還すべき額につき年10.95パーセントの割合で計算した延滞利息を甲に支払わなければならない。
(財産処分の制限)

第8条　乙はこの借入金により取得し又は効用の増加した財産を借入金の償還が完了する日までは，甲の承認なくしては目的外に使用し護渡し，交換し，貸与し，又は担保に供してはならない。
(連帯保証人)

第9条　連帯保証人は，この契約から生ずる一切の債務について甲が乙に対して債務の履行を請求した後において，当該債務の不履行分について責を負うものとする。
(雑則)

第10条　この契約に定めるもののほか，必要な事項については甲乙協議して定めるものとする。
以上契約の証として契約書3通作成し，各1通を保有する。

　　　　年　　月　　日

甲　住所　門川町

代表者　門川町長　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
乙　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㊞
連帯保証人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㊞
